
第 49 期 決 算 公 告
平成 25年６月 27日
宮城県宮城郡利府町神谷沢字化粧坂
51番地の１

東北硝子建材株式会社
代表取締役社長 渡辺 能充

貸借対照表の要旨(平成25年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 138,472
固 定 資 産 3,950
合 計 142,423

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 118,465
固 定 負 債 15,838
株 主 資 本 8,119
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 � 11,880
(利益準備金) (60)
(その他利益剰余金) (� 11,940)
(うち当期純利益) (893)
合 計 142,423

第 48 期 決 算 公 告
平成 25年６月 21日
宮城県仙台市宮城野区中野字沼向50`１

東北菱倉運輸株式会社
代表取締役 清水 健朗

貸借対照表の要旨(平成25年３月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

の
部
資
産

流 動 資 産 230

固 定 資 産 35

合 計 265

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 93

固 定 負 債 36

株 主 資 本 135

資 本 金 90

利 益 剰 余 金 45
その他利益剰余金 45
(うち当期純利益) (18)
合 計 265

第 33 期 決 算 公 告
平成 25年７月 22日

山形県鶴岡市宝田一丁目３番23号
株式会社コープ開発センター
代表取締役社長 松本 政裕
貸借対照表の要旨

(平成25年３月20日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

の
部
資
産

流 動 資 産 40,138
固 定 資 産 112,859
合 計 152,997

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 9,748
固 定 負 債 80,355
株 主 資 本 62,894
資 本 金 50,000
利 益 剰 余 金 12,893
利 益 準 備 金 10,000
その他利益剰余金 2,893
(うち当期純利益) (3,367)
合 計 152,997
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平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表

単
位
・
円

資
産
の
部

流
動
資
産

三
八
四
、
八
二
六
、
七
二
七

固
定
資
産

七
三
、
〇
九
五
、
六
七
七

合
計

四
五
七
、
九
二
二
、
四
〇
四

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流
動
負
債

四
八
、
八
六
六
、
三
七
六

固
定
負
債

三
六
、
〇
九
五
、
四
八
〇

株
主
資
本

三
七
二
、
九
六
〇
、
五
四
八

資
本
金

二
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

利
益
剰
余
金

三
五
二
、
九
六
〇
、
五
四
八

（
利
益
準
備
金
）

（
五
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
）

（
そ
の
他
利
益
剰
余
金
）

（
三
四
七
、
九
六
〇
、
五
四
八
）

（
当
期
純
利
益
）

（
五
〇
、
二
〇
五
、
二
八
七
）

合
計

四
五
七
、
九
二
二
、
四
〇
四

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
七
日

千
葉
県
船
橋
市
西
浦
二
丁
目
一
一
番
一
号

ア
ル
コ
ー
ル
海
運
倉
庫
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

惠
濃

信
行

第
五
十
三
期
決
算
公
告

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

資
産
の
部

円

流
動
資
産

八
〇
、
六
一
六
、
四
六
七

固
定
資
産

四
一
五
、
一
五
四
、
二
二
六

資
産
合
計

四
九
五
、
七
七
〇
、
六
九
三

負
債
及
び
純
資
産
の
部

円

流
動
負
債

一
四
、
五
五
五
、
七
二
三

固
定
負
債

三
一
〇
、
六
四
四
、
〇
〇
〇

株
主
資
本

一
七
〇
、
五
七
〇
、
九
七
〇

資
本
金

一
六
二
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

利
益
剰
余
金

八
、
五
七
〇
、
九
七
〇

そ
の
他
利
益
剰
余
金

八
、
五
七
〇
、
九
七
〇

（
当
期
純
利
益
）

（
二
、
四
八
八
、
七
九
二
）

負
債
・
純
資
産
合
計

四
九
五
、
七
七
〇
、
六
九
三

平
成
二
十
五
年
六
月
十
二
日

東
京
都
港
区
新
橋
六
丁
目
一
一
番
一
〇
号

日
本
港
運
振
興
株
式
会
社

第
二
期
決
算
公
告

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

（
単
位
・
円
）

資
産
の
部

資
産
の
部
計

六
三
、
一
八
〇
、
六
九
一

負
債
及
び
純
資
産
の
部

負
債
の
部
計

二
五
、
四
一
二
、
五
五
七

純
資
産
の
部
計

三
七
、
七
六
八
、
一
三
四

負
債
及
び
純
資
産
の
部
計

六
三
、
一
八
〇
、
六
九
一

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
二
日

大
分
県
玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字
帆
足
二
一
二
一
番
地

一
般
社
団
法
人
く
す
み
ち

理
事
長

朝
倉

浩
平

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
茨
城
県
古
河
市
北
町
二
八
八
三
番
地
二
八
一
、

最
後
の
住
所
茨
城
県
石
岡
市
南
台
三
丁
目
一
番
一
四

号

被
相
続
人

亡

奈
良
部
克
之

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
二
日

茨
城
県
水
戸
市
南
町
一
丁
目
三
番
二
三
号
金
沢
ビ

ル
四
階相

続
財
産
管
理
人

弁
護
士

植
崎

明
夫

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
茨
城
県
笠
間
市
下
市
毛
一
三
四
〇
番
地
一
、
最

後
の
住
所
茨
城
県
笠
間
市
下
市
毛
一
三
四
〇
番
地
七

八

被
相
続
人

亡

伏
谷

儀
信

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
二
日

事
務
所
茨
城
県
水
戸
市
南
町
一
丁
目
三
番
二
七
号

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

森
田

冴
子

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
長
野
県
茅
野
市
宮
川
四
四
一
五
番
地
八
、
最
後

の
住
所
長
野
県
茅
野
市
宮
川
四
四
一
五
番
地
八

武

居
た
か
江
方

被
相
続
人

亡

萩
原

光
哉

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
二
日

長
野
県
茅
野
市
塚
原
一
丁
目
二
〇
番
三
号

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

竹
村

隆

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
埼
玉
県
東
松
山
市
白
山
台
二
五
番
地
一
、
最
後

の
住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

小
勝

一
尚

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
二
日

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
丁
目
一
番
四
号
日
比

谷
中
日
ビ
ル
六
階
三
宅
坂
総
合
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

佐
藤

直
樹

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
杉
並
区
下
高
井
戸
五
丁
目
三
八
二
番

地
、
最
後
の
住
所
川
崎
市
宮
前
区
宮
崎
六
丁
目
一
六

番
地
四

被
相
続
人

亡

松
田

道
夫

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
二
日

川
崎
市
川
崎
区
東
田
町
八
番
地

パ
レ
ー
ル
三
井

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
一
一
階
一
一
〇
一
号
室

坂
本
・

池
田
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

妻
鹿

生

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
新
潟
県
阿
賀
野
市
中
央
町
二
丁
目
三
六
五
三
番

地
、
最
後
の
住
所
新
潟
県
阿
賀
野
市
金
田
町
九
番
七

三
号

被
相
続
人

亡

阿
部

善
男

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
二
日

事
務
所
新
潟
市
中
央
区
西
堀
前
通
一
番
町
七
〇
三

番
地
西
堀
一
番
町
ビ
ル
三
〇
一
弁
護
士
法
人
新
潟

み
な
と
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

堀
田

伸
吾

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
富
山
県
高
岡
市
一
番
町
二
三
番
地
、
最
後
の
住

所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

黒
越

一
夫

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
二
日

富
山
県
富
山
市
新
根
塚
町
三
丁
目
八
番
地
一
五

田
中
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

田
中

智
芳
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